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こちらは，Ａ君です。Ａ君の祖父，お

じいさんは，昔，地元で建設会社を作り，

現在は二代目であるＡ君の父親が建設会

社の社長を務めています。 

つい先日，この建設会社の会長を務め

ていたＡ君の祖父，おじいさんが亡くな

り，相続問題が発生していました。 

 

 

 こちらが，Ａ君のお父さんのＢさんで

す。 

 Ｂさんは建設会社の二代目社長です。 

なにやら，とても困っているようです。 

 

 

 

  

『あー，困った困った。いったい，どう

したらいいんだろう』 

 

 

 

 

 

『お父さん，どうかしたの。なんだか，

とても大変そうだけど』 
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『いやぁ，父さん，ちょっと困っててさ。 

 こないだ，おじいちゃん，亡くなった

だろう』 

 

 

 

 

 

『それで，遺産分割をして，おれの弟の

Ｃのやつ，お前にとっては叔父にあたる，

Ｃ叔父さんいるだろ。Ｃ叔父さんが，会

社の株式を半分持つことになったんだよ』 

 

 

 

 家系図は，このようになっていました。 

このように，Ａ君のおじいさんがなくな

り，Ａ君のおじいさんは遺言書などを用

意していませんでした。そのため，Ｃさ

んは，会社経営には全く関与していませ

んでしたが，おじいさんが所有していた

会社の株式の半分を持つことになりまし

た。 

 

『あー，そうだったよね，それは，こな

いだ聞いたよ。父さん，株式っていった

いどういうものなのかな。 

 今どきはもう株券っていうやつも発行

しないらしいから，目に見えないものだ

から，いまいちイメージがわかないんだ

よね』 

 

 

『あー、株式っていうのは，株式会社の

構成員の地位，なんていう言い方をよく

するけど，簡単に言ってみれば，会社の

オーナーの権利みたいなものだな。持っ

ている株式の数で，オーナーとしての権

限の強さは様々だけど』 
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『へー，そうなんだ。お父さん，それで

具体的に，どう困ってるの』 

 

 

 

『今までは，おじいさんが全ての株式を

持ってたから，唯一の株主・オーナーだ

ったから，おじいさん一人で，いろいろ

判断できて，ほかの株主の意見を確認し

たりとかは，必要なかったんだ。 

それが，今回，弟のＣのやつが株式を

半分持った途端，もっと報告しろとか，

決算書を持ってこいとか，経営とはこう

すべきとか，あれこれ口を出すようにな

ってきて，対応に困ってるんだよ。でも

大株主だから，対応しないわけにはいか

ないし，いろいろ反対されても困るしさ』 

 

『なるほどねぇ。株主って，すごい強い

権限があるんだね。じゃあ，将来，僕も

父さんから，会社を継ぐ可能性があるか

ら，こういう場合の対策について調べて

みるよ。弟のＤのやつとは，今は仲がい

いけど，いつ，父さんと叔父さんのよう

になるかは，わからないからね』 

 

『うん，それはいいな。父さんも，株式

は少しずつ買い戻していって，将来的に

は，おまえに全部譲ってやりたいと思っ

てる。父さんにとっては，おまえも，Ｄ

も，実の息子だからかわいいけれど，兄

弟でもこんなことになるってことがよく

わかったから，会社はやっぱりお前に継

がせたいから，調べてみてくれ。宜しく

頼むよ』 

 

こうして，Ａ君は，弁護士のところに

法律相談に行きました。 
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『先生、今日は、相続や事業承継につい

て、ご相談したくて参りました』 

 

 Ａ君は、事情を詳しく説明しました。 

 

 

『なるほど，そういったご事情だったの

ですね。 

 なるほど，事業承継の対策というのは，

いろいろありますけれども，例えば，一

つ，Ａさんの置かれた状況について，一

緒に考えてみましょう』 

 

『まず，お父さんのＢさんの相続人とし

ては，Ａさんご自身と，弟さんのＤさん

がいますね。もし，お父さんが亡くなっ

た場合，遺言書などがなければ，法律上

は，会社の株式を含めて，Ｂさんの財産

を全て，Ａさんと弟さんのＤさんとで，

法定相続分である２分の１ずつ，相続す

ることになりますね』 

 

『そして，もし，お父さんのＢさんが，

ご存命中にその財産をＡさんに全て生前

贈与したり，または遺言書でＡさんに全

て相続させるという遺言をしても，原則

論として，弟のＤさんには，法定相続分

である２分の１のさらに２分の１，つま

り，４分の１が，「遺留分」として認めら

れ，この遺留分については，弟のＤさん

からＡさんに，財産をくださいと，要求

できるのが原則ですね』 

 

『なるほど、でも，うちには株式のほか

には，特に財産はないので，その４分の

１が用意できないので，困ってしまうん

です。今は，弟のＤとは仲が良いですが，

将来のことはわからないし，会社の社員

のみなさんに迷惑かけたくないのです』 
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『なるほど，そういった場合，経営承継

円滑化法という法律があって，「遺留分に

関する民法特例」という制度があります』 

 

『具体的な中身としては，２種類ありま

して，①除外合意という制度と，②固定

合意という制度があります。 

 ①の除外合意という制度は，先代経営

者から後継者に贈与等がなされた株式に

ついて，遺留分の算定基礎から除外する

という制度です。 

 ②の固定合意という制度は，その株式

について，遺留分算定基礎財産に算入す

る価額を合意時の時価に固定するという

制度です』 

 

『なるほど，では，もし，この除外合意

ができれば，遺留分の金額を算定する際

の父の財産から，株式の分を除外して，

その残りの財産から，遺留分を計算すれ

ばよい，つまり，株式を除外して残った

財産の４分の１が，遺留分になるという

ことですね』 

 

 

『はい，そうなんです。相続人になる方

全員の同意や，家庭裁判所の許可や，経

済産業大臣の確認など，いろいろな条件

がありますが，これができれば，Ａさん

のケースでは，めぼしい財産が会社の株

式だけということであれば，株式を除外

できれば，遺留分の額はとても少なくな

る可能性がありますね』 

 

『なるほど，ありがとうございます，頑

張ってみます』 

 

 Ａさんは，早速，お父さんに，この除

外合意の制度を説明しました。 
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『なるほど，そんな制度があったのかぁ。

父さんも，この制度を使っておけば，株

式が分散することもなかったのになぁ』 

 

 

 

 

 

『やっぱり，知らないで損することって，

たくさんあるんだなぁ』 

 

 

 

『よし，じゃあ，さっそく，この民法特

例の除外合意の制度の手続にとりかかっ

てくれ。お前とお前の弟のＤとは，今は

仲が良いから，この除外合意ができる可

能性があると思うし，それに，おれとＣ

おじさんのように，将来的には，どうな

るかわからないからな』 

 

『うん，父さん，そうだね，わかったよ。

さっそく，弟のＤに説明してくるよ』 

 

 こうして，Ａさんは，弟のＤさんに，

この遺留分に関する民法特例の話をしま

した。すると、Ｄさんは，このＡさんの

提案の趣旨をよく理解し，快く承諾し，

合意書を作りました。 

 そして，経済産業大臣の確認や家庭裁

判所の許可をとるという手続を行いまし

た。 

 こうして，無事に手続は全て終了しま

した。 

 

 

『これで，安心して，本業に集中できる

ぞ。やったー』 
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＜参考＞ 

相続・事業承継の一例を，マンガ形式

でお伝えしました。 

 もちろん，ケースバイケースで、いろ

いろなパターンや流れがあり得るので、

一概には言えないことが多いですが、事

前になにも対策しなかった場合に比べて、

事前にお得な法制度・ルールをしっかり

と確認して対策を講じた場合のほうが、

不測の事態を防ぎやすくなり、円滑な相

続・事業承継をしやすいことが多いと思

われます。 

 ただし、この分野の法制度・ルールは

改正・変更が多くありますので、最新の

情報を確認することを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


